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１．組織の概要 
 

1.1    事業所名     楽しい株式会社 

     代表者氏名    代表取締役 松尾康志 
 

1.2    所在地      〒808 - 0002  

                         福岡県北九州市若松区向洋町１０番１ 

              北九州エコタウン実証研究エリア内 
 

1.3    創立       平成１３年６月４日 
 

1.4    資本金      ４5,000,000 円 
 

1.5    環境管理責任者  専務取締役 松尾 隆貴 

担当者氏名    上村 寛  

連絡先      TEL  093 - 752 - 5300   FAX  093 - 752 - 5303  

E- mail  ceres@fun - c.jp  URL  http://www.fun - c.jp   
 

1.6    事業内容     ・食とエネルギーの地産・地加・地消システム 

               「メリーズシステム」の提案・食品廃棄物地域循環圏形成サービス 

・各種食品残渣処理装置の販売・レンタル 

                ①減容リサイクル型「フォースターズ MDT シリーズ」 

                ②堆肥型「ファイブスター」 

                ③乾燥型「ヒートポンプ式乾燥機」 

                ④粉砕脱水型「高速粉砕脱水機」 

               ・廃プラスチック、廃食油、バイオマス等の油化装置の販売 

                接触分解油化装置「BF シリーズ」 

               ・安全な竹割り箸 

                「セレス」の販売と使用後のリサイクル製品の販売 

               ・地域バイオマス有効利活用システムの提供 

               ・食品廃棄物の地域循環圏形成サービスの提供 
 

1.7    事業年度     7 月～翌年 6 月 
 

1.8    事業の規模 

 単位 平成 2 ７年度（2 ７年７月～2 ８年６月） 

売上高 百万円 269  

従業員数 人 17  

床面積  5 89.25  
 

 

1.9    認証・登録範囲  全組織・全活動 
              ①許可の内容 

               ・一般廃棄物収集運搬業（福岡県北九州市） 

                 許可番号 北九一廃 第５６４号 

                 事業の範囲 A 類（ふん尿を除く一般廃棄物） 

                 許可期間 平成２７年３月３０日から平成２９年３月２９日まで 

               ・一般廃棄物処分業（福岡県北九州市） 

                 許可番号 北九一廃 第 217 号 

                 事業の範囲 B 類（一般廃棄物のうち食品残渣の堆肥化を目的とした処理（粉砕、脱脂に限

る） 

                 許可期間 平成２７年７月１６日から平成２９年７月１５日まで 

              ②施設等の状況 

               ・収集運搬業 運搬車両 塵芥車 １台（2 ｔ） 

               ・処分業 処理施設 処理能力 食品残渣 4.5 ｔ/ 日、1,300 ｔ/ 年 

                処理方式、処理工程については、次頁の図のとおり 

              ③処理実績（平成 27 年７月～平成 28 年 6 月） 

               ・収集運搬業 食品残渣  710.432 ｔ 

               ・処分業   食品残渣  700.418 ｔ 

                      堆肥生産量  42 ｔ 

 

 

mailto:ceres@fun-c.jp
http://www.fun-c.jp/
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1.10   事業の沿革    平成 13 年 6 月  楽しい株式会社設立 

                平成 14 年 7 月  安全な竹箸「CERES 」販売開始 

                平成 18 年 1 月  「メリーズシステム」提供開始 

                平成 18 年 2 月  北九州エコタウンにて、食品廃棄物リサイクル事業稼働開始 

                平成 19 年 4 月  株式会社メリーズ・ジャパン設立 

                平成 19 年 4 月  土壌改良材「和み」販売開始 

                平成 21 年 2 月  メリーズシステム松戸資源循環センター稼働開始 

                平成 21 年 2 月  オリックス環境株式会社様のＣＯ2 排出枠を利用し、 

カーボンオフセットを実現／「カーボンオフセット付生ごみ処理 

機レンタル事業」提供開始 

                平成 2 ２年 2 月  オリックス環境株式会社様のＣＯ2 排出枠を購入 

 平成２２年 11 月 北九州エコタウン事業者認定 

平成２３年２月  オリックス環境株式会社様の CO2 排出枠を購入 

                平成２３年 6 月  北九州市よりグリーン電力購入（3,000kW h） 

                平成 2 ４年 2 月  オリックス環境株式会社様のＣＯ2 排出枠を購入（３年分） 

                平成 2 ５年７月  北九州オンリーワン企業（特別賞）認定 

                平成２７年３月  一般廃棄物収集運搬業許可（福岡県北九州市） 

                平成２７年７月  一般廃棄物処分業許可（福岡県北九州市） 

                平成２７年７月  北九州エコタウン地域循環圏リサイクルセンター稼働開始 
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２．環境方針 
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３．実施体制 

 

役割分担表 

氏名 所属（役職） 役割・責任・権限 

松尾 康志 （代表取締役） 全体統括、環境方針の設定、全体の評価と見直し。 

松尾 隆貴 環境管理責任者 

（専務取締役） 

環境管理責任者として、環境経営システムを構築し、運用し、そ

の状況を社長に報告する。 

 ＥＡ２１委員会 3 ヶ月に 1 回開催し、環境目標の達成状況及び環境活動計画の

実行状況を審議する。 

 ＥＡ２１事務局 ＥＡ２１文書及び記録類の作成・維持・管理 

松永 弥久 メリーズシステム 

事業部 

生ごみ処理機の営業に伴う CO2 排出削減の推進、 

エコドライブの推進、 

竹村 優 メリーズシステム 

事業部 

記録類の作成・維持・管理 

太田 哲 メリーズシステム 

事業部 

一次発酵残渣受入、堆肥製造の管理 

上村 寛 メリーズシステム 

事業部 

リサイクルセンター長、リサイクルセンター運営、環境活動レポ

ート作成、文書類の作成・維持・管理 

副島 聡太 メリーズシステム事

業部 

リサイクルセンター副センター長、リサイクルセンター運営の補

佐 

竹下 恵子 業務管理部 

（マネージャー） 

資源の仕入の管理。リサイクル、省エネの推進 

環境管理責任者の補佐 

塚﨑 由里 業務管理部 車燃料（ガソリン、軽油）、電力、水、ＬＰガス消費量の管理、

廃棄物など排出量の管理。 

環境管理責任者の補佐 

代表取締役 

松尾 康志 

【環境管理責任者】 

 専務取締役  松尾 隆貴 

ₒ営業部門】（６名）  【総務、業務部門】（８名）    【メンテナンス部門】（3 名相当） 

【ＥＡ２１事務局】 

 松尾 隆貴 

  竹下 恵子 

  塚﨑 由里 

  松永 弥久 

  竹村 優 

  太田 哲 

  上村 寛 

  副島 聡太 

【ＥＡ２１委員会】 

 松尾 康志 

松尾 隆貴 

  竹下 恵子 

  太田 哲 

  上村 寛 



 
7 

４．環境目標 
 平成 2 ７年 7 月～平成 2 ８年 6 月 環境目標 

項目 目標値 備考 

◆メリーズシステム普及に

伴う CO2 排出量削減目標 

排出削減量を平成 2 ７年

6 月時点と比して 10 ％

削減 

 

1,07 4 t- CO2 削減 

北九州市立大学松本教授の LCA 評価により、通常の収集・運搬・

焼却に比して当社メリーズシステムを採用することで、43 ％の

CO2 排出量削減出来ることが証明されている。このため、メリー

ズシステムを普及させることでの CO2 排出量削減を推進してい

く。平成 2 7 年度は、より一層の普及のため年間 10 ％削減を目指

す。平成 2 6 年度実績値 977 t - CO2  ×110 ％＝1,074 ｔ 

◆節水目標 前年比１％削減＋840

（リサイクルセンター分） 

1,498  

過去３年間減少傾向にあるがさらにリサイクルセンター内の節水

を徹底し、前年実績値 665 に対し、１％減を目指す。 

平成 26 年度実績値×99 ％＋リサイクルセンターの増加分（予想）    

665 ×99 ％＋リサイクルセンター840 ＝1,498  

◆廃棄物削減目標 

  ・焼却処理 

目標 58.77 ton 削減 平成 27 年度の目標は、前年実績値 34.77 t に対し、リサイクルセ

ンター稼働までの収集運搬の廃棄物 24 ton （予想）計 58.77 ton

の目標を目指す。 

◆二酸化炭素削減目標 

・電気使用量削減 

・化石燃料使用量削減 

全体：69,235 kg - CO2  

電気：45,373kwh  

化石燃料： 

 プロパンガス 48.1  

 ガソリン１２，５５８ℓ 

 軽油１，６９９ℓ 

灯油５５３ℓ 

平成 27 年度の目標は、前年実績値に対し、3 ％減とリサイクルセ

ンター稼働に伴う増加（予想）で、下記のとおり目標を目指す。 

平成 26 年度実績値×97 ％＋増加分（予想） 

全体：41904 kg - CO2 ×97 ％＝40,435kg - CO2  

40,435 ㎏- CO2 ＋28 ,8 00 ㎏- CO2 =69,235 ㎏- CO2  

電気：21,145kwh ×97 ％＝20,773kwh  

20,773kwh +24,600kwh =45,373kwh  

化石燃料： 

プロパンガス 49.6 ×97 ％＝48.1  

ガソリン９，８５３ℓ×97 ％+3,000 ℓ＝12,558 ℓ 

軽油１，７５２ℓ×97 ％＝１，６９９ℓ 

灯油 570 ℓ×97 ％＝553 ℓ 

◆グリーン購入 （前年同様） 

３品目 

これまでコピー用紙とトイレットペーパーについてグリーン購入

に取組んできたが、今後も現状維持。リサイクルセンターにて、LED

電球の設置。 

◆自らが生産・販売・提供す

る製品及びサービスに関す

る環境配慮 

継続的に実施 新資源化システムの構築と全国・アジアへの普及 

※電力のＣＯ２排出係数は平成２７年九州電力の 0.509  -CO2 /kwh を用いた。 

※化学物質は、使用していません。 
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４．２ 中期取組目標（平成２６年 9 月 目標設定） 
改善項目 単位 H25  

(7 6  

H26  

(7 6  

H27  

(7 6  

◆メリーズシステム普及に伴う 

 CO2 排出量削減目標 

t‐CO2   

▲８３０ 

( 10  

▲868  

( 10  

▲95 5  
◆節水目標  ( 1  

823  

( 1  

81 7  

(

  817  

◆廃棄物削減目標・焼却処理量 
ton  (  

7.51  

(  

15.2  

(

58.8  

◆二酸化炭素削減目標 

 

 

㎏‐CO2  

全体 

電気 

化石燃料 

( 3  

51,971 

12,583 

39,388 

( 3  

50,941 

12,190 

38,751 

( 3  

49,412 

11,824 

37,588 

◆グリーン購入 品目 3 3 3 

◆自らが生産・販売・提供する製品及び

サービスに関する環境配慮 

 

件 
 

5 
 

5 
 

6 

※電力のＣＯ２排出係数は平成２7 年九州電力の 0.509  -CO2 /kwh を用いた。 
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５．主要環境活動計画 

５．１ 排出量を削減していく項目 
◆節水対策 
総排水量の１％削減 

営業 

生ごみ処理機に雨水循環システムを最大

限活用 

（雨水管の定期的掃除） 

上村 

営業 
生ごみ処理機（給水プログラム）の適正運

用・管理 
上村 

 

◆廃棄物削減対策 
廃棄物排出量前年の３％削減 業務 コピー用紙の裏紙活用 塚崎 

業務 古紙、雑誌、ダンボールのリサイクル 塚崎 

業務 封筒の再利用 塚崎 

業務 使用済みポスターを活用した名刺の利用 竹下 

業務 昼食等の残飯は生ごみ処理機に投入 上村 

業務 
昼食時に塗り箸の使用 

（割り箸の不使用） 
塚崎 

業務 生ごみ処理機中古部品の再利用 竹下 

営業 一次発酵物の適正堆肥化 上村 

営業 木くずや金属類の適正な処理 松永 

  

◆省エネルギー対策 
電気使用量の維持 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務 
空調の適正設定 

（夏 28 ℃、冬 20 ℃） 
竹下 

業務 

営業 
クールビズ・ウォームビズの励行 竹村 

営業 グリーンカーテンの実施 松尾 

業務 

営業 

メンテ

ナンス 

照明スイッチを細分化し、使用していない

場所では消灯する 
竹下 

化石燃料の維持 

 

 

 

 

 

営業 

メンテ

ナンス 

効率の良い出張、営業、メンテナンスを実

施する 
竹村 

営業 

メンテ

ナンス 

急加速、急停止しないエコドライブの実施 松永 
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５．２ 実績数を増やしていく項目 
 

◆メリーズシステム普及に伴う CO2 排出量削減対策 

前年比１０％拡大 

 
営業 

生ごみ処理機の営業（２回/ 月の営業会議で

確認） 
松永 

 

◆グリーン購入対策 
前年同様 

 
業務 リサイクルセンターで LED 電球の使用 竹下 

 

５．３ 継続的に実施していく項目 
 

◆製品及びサービスに関する環境配慮対策 
使用済み竹割り箸の竹炭へのリ

サイクル 

 

業務 

営業 
全国 16 ヶ所の福祉施設で炭焼きの実施 竹下 

リサイクル竹炭のたい肥化 

 

 

営業 
一次発酵装置、二次、三次発酵装置を活用

しての堆肥化の実施 
上村 
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６．環境目標の実績（平成 2 ７年 7 月～平成 2 ８年 6 月） 
６．１ 減らしていく項目 

  

単位 

平成２６年 
７月～翌６月 

実績 

平成２７年 
７月～翌６月 

目標 

平成２７年 
７月～翌６月

実績 

達成率 
（目標／実績） 

 

評価 

◆節水目標  665.0  
 

1,498 .0 1402.0  
 

106.8 % ○ 

◆廃棄物削減目標 

 ・焼却処理 
ｔｏｎ 34. 7 7  

 

58.77  57.18  
 

10 2 .8 % 

 

○ 

◆二酸化炭素削減目標 
 

・電気使用量削減 

 

・化石燃料使用量削減 

CO2 
 

CO2 

 

CO2 
 

4 1,904  
 

13,106  

 

28,798  

 

69,235  

 

27,713  

 

36,334  
 

64,104  
 

27,188  

 

36,916  

 

108.0 % 
 

10 2 .8 % 

 

98.4 % 
 

○ 

 

○ 

 

△ 

※ 目標は、達成率 98 ％未満を問題とする。 

※ 電力のＣＯ２排出係数は平成２７年九州電力の 0.509  -CO2 /kwh を用いた。 
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６．２ 増やしていく項目 
 
 

 
 

単位 

平成 26 年 
７月～翌６月 

実績 

平成 2 ７年 
７月～翌６月

目標 

平成 2 ７年 
７月～翌６月

実績 

達成率 

実績／目標 

 

評価 

◆メリーズシステム普及に 

伴う CO2 排出量削減目  

標 

 

CO2 

 

 

▲977  

 

 

▲1,074  

 

▲1,040  

 

96.8 % 

 

× 

◆グリーン購入 

 

 

 

 

 

３品目 

 

３品目 

 

３品目 

 

100.0 % 

 

○ 

※ 目標は、達成率９８％未満を問題とする。 

 

    

 
６．３ 継続していく項目 
 

 

 
 

目標 

 

実績 

 

評価 

◆自らが生産・販売・提供する製品

及びサービスに関する環境配慮 

 

新たに、新資源化システ

ム構築に向けた取組みの

実施 

国内外への新規・継続の

提案活動を行った。 

 

 

○ 
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７．環境取組評価と今後の取組内容（平成 2 ７年 7 月～2 8 年６月） 

○=継続、△=努力が必要、×要再検討 

改善項目 部門 評価  取組の評価と今後の取組内容 

 

 

 

☆減ら

して

いく 

項目 

◆節水目標 業務 

営業 

 

102. 4 %

○ 

 

リサイクルセンター稼働に伴う節水目標

の修正を行い、目標 718 に対し 701

となり、約 2.4 %削減達成できた。 

使用する高圧洗浄機等は、給水使用量を問

題が起こらないレベルまで減らし、水の使

用量を大幅に減らすことが出来た。 

もう少し無駄使いを減らしながらこのま

ま継続していく。 

 

◆廃棄物削減目標 

・焼却処理 

業務 

営業 
メンテナン

ス 

 

10 2.8 % 

○ 

 

顧客先から購入して持ち帰る一次発酵物

のうち、異物が多いものや油脂、塩分が高

い分を堆肥化不適材料として焼却したた

めに増加した。その為、顧客先へ分別表を

掲示し再度分別を徹底するようにお願い

した。継続して改善状況を確認する。リサ

イクルセンター稼働に伴う廃棄物削減目

標（27 年度目標 58.77 ｔ）の修正を行

った。※ 廃棄物削減目標 焼却処理平成

２７年度実績 57.18 トンのうち 47.1 ト

ンは、一般廃棄物処分業許可以前（平成

27 年７月１６日許可）に日明焼却場に搬

入。今後は、自社で処分予定。 

 

◆二酸化炭素削減

目標 
・電気使用量削減によ

るＣＯ2 削減 

・化石燃料使用量削減

によるＣＯ２削減 

業務 

営業 
メンテナン

ス 

 

10 6 .8 % 

○ 

 
 

リサイクルセンター稼働に伴う二酸化炭

素削減目標の修正を行い、目標を 6.8 ％上

回り達成した。 

今後もエコ運転等効率的な訪問先の選択

を継続していく。 

 

 

 

 

 

☆増や

して

いく

項目 

◆メリーズシステ

ム普及に伴うＣＯ

２排出量削減の拡

大目標 

営業  

96.8 % 

× 

 平成 2 ７年度はメリーズシステムの普及

に尽力したが、残念ながら目標は達成でき

なかった。 

 

◆グリーン購入 
 

業務 

 
 

 

100.0 % 

○ 

 

平成２７年度は、リサイクルセンターに

LED 電球を設置し、目標を達成できた。 

 

 
 

☆継続し

ていく

項目 

◆自らが生産・販

売・提供する製品及

びサービスに関する

環境配慮 

業務 

営業 

 

○ 

 生ごみを堆肥化する技術に加え、廃プラス

チック・廃食用油・バイオマス等を油化す

る技術を小規模自治体や離島、東南アジア

等へ紹介し導入提案を継続する。 

 

 

８．環境関連法規への取組 
 環境関連法規への違反はありません。 
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9 ．代表者による全体評価と見直しの結果 
 2 ７年度は、EA21 取得後の２回目の中間審査です。 

今年度は、自治体やカット野菜工場や学校給食の生ごみリサイクルを広げることで、CO2 削減や

循環型社会の構築に寄与できるものと思います。 

２７年度は、メリーズシステム普及に伴うＣＯ２排出量削減とグリーン購入の項目が目標達成す

ることが出来ませんでした。メリーズシステム普及に尽力するなか、目標に対して 3.2 ポイント

下回る結果となったことを真摯に受け止め、今後は、さらなる普及に向けて、食品リサイクル法の

基本方針の改正に伴い、普及の対象を自治体を中心に力を注ぎたいと思います。また、グリーン購

入については、 

今後も、継続的に社員全員に更なる周知徹底と定期的な見直しと評価を行っていくことで、当社

の環境取組を充実させていくと共に、取組みを環境レポートとして発信していきます。 

                   代表取締役 松尾 康志 
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★メリーズシステム★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★メリーズシステム普及に伴うＣＯ２排出削減量★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度 年間 CO2 排出量と削減量 

（年間 32,312 トンの生ごみを削減） 

年間 2,440 トン- CO2 排出 

年間 1,400 トン- CO2 排出 

削減効果（①－②） 

＝ 年間 1,040 トン- CO2 排出削減 

 


